
矢巾町定例記者会見  
日 時：令和２年２月１３日（木） 

午前９時～午前９時３０分 
場 所：役場２－２会議室   

【内容】  
１ 就職氷河期世代を対象とした矢巾町職員採用試験について   （総務課）  
２ 食と健康の公開講座の開催について   （健康長寿課）  
３ 東京２０２０オリンピック・パラリンピックに係る「復興『あり 

がとう』ホストタウン」登録について   （社会教育課）  
４ 令和元年度矢巾町書道展の開催について   （社会教育課）  
５ 「第１回矢巾町俳句大会～小原 葉生誕の地～」の開催について   （社会教育課）    



矢巾町定例記者会見発表事項概要書 
 

No.１ 

発 表 日 時 令和２年２月１３日（木）午前９時から 
案  件  名 就職氷河期世代を対象とした矢巾町職員採用試験について 
所 管 部 署 総務課 職員係 担当者 白 澤 知加子 

 発表要旨  
 就職氷河期に希望する就職ができなかった方で、矢巾町で働きたいという意欲がある方を下

記のとおり募集しております。 
記 

○職  種    土木技術職 
○採用予定人数  ２名 
○採用予定時期  令和２年５月１日 
○生年月日    昭和４９年４月２日から昭和５９年４月１日までの間に生まれた人 
○学歴及び資格  高校以上を卒業した方で、次のいずれかに該当するもの 

           １ 土木の専門課程を履修したもの 
           ２ 土木施工管理技士の資格を有するもの 
○第１次試験   令和２年３月８日（日） 
○受付期間    令和２年２月２８日（金）まで 
○受験案内等   受験案内、申込書は矢巾町役場１階総合案内等で配布 
○問い合わせ   矢巾町総務課職員係 電話０１９－６１１－２７０３       



矢巾町定例記者会見発表事項概要書 
 

No.２ 

発 表 日 時 令和２年２月１３日（木）午前９時から 
案  件  名 食と健康の公開講座の開催について 
所 管 部 署 健康長寿課 健康づくり係  担当者 千 葉 春 佳 

 発表要旨  
矢巾町食生活改善推進員協議会では、岩手医科大学附属病院の開院を迎え町民全体の関心が

最大限に高まっているこの機に合わせて、これまでアプローチが難しかった２０代～４０代の

若年層を中心とする働き盛り世代・子育て世代に向けた講演会を下記日程で開催いたします。 
本事業をとおして食と健康への関心を高めてもらうとともに、日頃から食と健康づくりの活

動を推進している矢巾町食生活改善推進員協議会の認知度を高め、若年層の会員の加入をすす

めるなど組織基盤の強化と活動のさらなる活性化を目指します。 
記 

 〇事業名  食と健康の公開講座 ～家族の笑顔は健康づくりから～ 
〇日 時  令和２年２月２２日（土）午後１時３０分から（開場は午後１時から） 
〇場 所  田園ホール 

 〇主 催  矢巾町食生活改善推進員協議会 
 〇対 象  当協議会会員及び一般住民（町内外） 約４００名 
 〇参加費  無料 ※ただし、入場には整理券が必要。 
 〇内 容  基調講演「自分の体の主人公になろう」 

講師 岩手医科大学看護学部 特任准教授 三 浦 幸 枝  氏 
       特別講演「野菜のあれこれ」 

講師 やおやささき 佐々木 雄 一  氏 
 〇その他  本事業は、公益財団法人いきいき岩手支援財団（いわて保健福祉基金）から助

成をいただいて実施しています。  
※詳細は別紙チラシのとおり 



矢巾町定例記者会見発表事項概要書  
No.３ 

発 表 日 時 令和２年２月１３日（木） 午前９時から 
案  件  名 東京２０２０オリンピック・パラリンピックに係る「復興『あり 

がとう』ホストタウン」登録について 
所 管 部 署 社会教育課  担当者 課長 浅 沼   仁 

 発表要旨 
 このたび矢巾町では、内閣官房東京オリンピック・パラリンピック推進本部事務局が被災３県（岩手

県、宮城県、福島県）向けに募集を行っている「復興『ありがとう』ホストタウン」（概要については

別紙資料参照）に応募し、２月７日（金）に登録となりました。 
記 

１ 交流の相手方 

  オーストリア共和国 

 

２ 交流国決定の経緯 

  「音楽の都」ウィーンを首都にもつオーストリアと、２０１６年に「音楽のまち」を宣言した本町

には『音楽』という共通点があり、岩手県立不来方高等学校音楽部が２００８年から行っている演奏

旅行でも交流を深めてきました。 

  ２０１１年の東日本大震災発災時には、オーストリアから１７５万円の義援金と、約２，０００枚

のメッセージカードが寄せられ、それらは不来方高校音楽部が県内被災地を回り、支援活動として

演奏会を開催した際に義援金とともに届けられました。 

  このご縁から、今回オーストリアを交流国として決定したものです。 

 

３ 交流の目的 

  今回の事業を契機とし、音楽のみならずスポーツや芸術文化など広く長く交流を続けていくこと 

と、ヨーロッパ文化について理解を深め、国際色豊かな人材育成を進める新たな機会としたいと考 

えております。 

また、同時に岩手県や矢巾町の文化も発信していきたいと考えております。 

 

４ 今後の交流内容（案） 

・オーストリアの方々を招待し、音楽をはじめスポーツや芸術文化など広く理解を深める交流を行 

います。 

 ・大会終了後、オリンピアン、パラリンピアンまたは関係者に本町を訪問していただき、町民との交

流会・慰労会を実施します。 

 ・義援金をお渡しした山田町、釜石市など沿岸部を訪問し復興の状況を確認してもらうほか、被災者

交流などで感謝を伝えます。 

・大会終了後においても、オーストリア関係者が来日した際に本町に招待するとともに、岩手県立不

来方高校のオーストリア海外公演に合わせて渡欧するなど、小中学生をはじめ町民が音楽・スポー

ツ・文化交流等を継続できるよう国際交流事業の一環として取り組んでいきます。 



矢巾町定例記者会見発表事項概要書 
 

No.４ 

発 表 日 時 令和２年２月１３日（木） 午前９時から 
案  件  名 令和元年度矢巾町書道展の開催について 
所 管 部 署 社会教育課 生涯学習係 担当者 門 脇 耕 一 

 発表要旨 
○日 時  令和２年２月２０日（木）～２４日（月）午前９時～午後７時 

※最終日のみ午後３時まで 
○場 所  矢巾町公民館 
○内 容  町民の芸術文化活動の振興を図り、情操豊かな生活の形成に資することを目的 

として活動している矢巾町芸術文化振興基金運営委員会が、平成７年度から実施 
している事業であり、今回で２５回目を迎えます。 
開催当初は小規模な事業でしたが、年々規模が拡大し、町内の全小中学校や高 

等学校の児童生徒、書道教室の皆さんが参加する、県内有数の出品数を誇る書道 
展となっております。 
参加者はこの展示に出品することを励みにしており、例年多くの心のこもった 

作品が展示され、それを楽しみにして多くの方が来場します。入場無料となって 
おり、どなたでもご自由にご覧いただけます。 

       また、今回は初めての試みとして、岩手書道協会の協力により、会期中の２２ 
日（土）午前１０時から午後２時まで、「書に親しむ～色紙に好きな文字を書こ 
う」という体験型イベントを開催します。来場者に、好きな文字を色紙に書いて 
いただくというものです。参加料は無料でありどなたでも参加できます。当日会 
場にて受け付けを行います。   



矢巾町定例記者会見発表事項概要書 
 

No.５ 

発 表 日 時 令和２年２月１３日（木） 午前９時から 
案  件  名 「第１回矢巾町俳句大会～小原 葉生誕の地～」の開催について 
所 管 部 署 社会教育課 生涯学習係 担当者 門 脇 耕 一 

 発表要旨 
○日  時  令和２年３月８日（日）午前１１時３０分から 
○場  所  矢巾町公民館２階第３・４研修室 

 ○投句受付  午前１１時３０分～午後０時３０分 春の句、三句一組 
○大  会  午後１時～午後４時１５分 
○投 句 料  １組千円（当日受付にて。高校生以下無料） 
○選  者  白濱一羊 氏、小畑柚流 氏、澤口航悠 氏、二階堂光江 氏 

ＩＢＣ岩手放送アナウンサー 長谷川拳杜 氏（特別選者） 
○表  彰  大会賞、選者賞 
○内  容  矢巾町俳句大会実行委員会では、名誉町民で岩手県の俳壇の発展に貢献した 
      小原 葉先生にちなみ、俳句大会を開催します。どなたでも投句できます。皆 

様のご参加をお待ちしております。 
なお、聴講のみの参加も可能です。        



主イベント 
【お知らせ】 
２月上旬から３月中旬までの主なスケジュール  
２月２２日（日）  食と健康の公開講座の開催について            （午後１時３０分～ 田園ホール）    ２５日（火）  スミつけ祭り写真コンクール審査会            （午後５時～ 矢巾町国民保養センター）  ３月 ３日（火）  矢巾町議会定例会３月会議            （午前１０時～ 役場４階議場）     ８日（日）  第１回矢巾町俳句大会～小原 葉生誕の地～ 

（午前１１時３０分～ 矢巾町公民館２階３・４研修室）    １０日（火）  ３月定例記者会見 
（午前９時～ 役場２階２－２会議室）            ３月町民懇談会            （午前１０時～ 町公民館３階大研修室）   ※イベントの詳細については、直接、担当課にお問い合わせください。 



                                
≪主催≫ 矢巾町食生活改善推進員協議会 

本事業は（公財）いきいき岩手支援財団の助成により実施するものです。 

岩手県紫波郡矢巾町大字南矢幅 13-123  
基調講演   14：00～15：00 基調講演 特別講演     15：10～16：00 特別講演 

講師：岩手医科大学 看護学部 共通基盤看護学講座 
特任准教授  三浦 幸枝 氏 講師： やおやささき 

店主 佐々木 雄一 氏 

～ 家族の笑顔は健康づくりから ～ 

食と健康について学び、家族の健康と笑顔を育てましょう。 

野菜のアレコレ 

参加者特典  ※講座終了後に配布します。 

 

野菜の栄養や保存方法、雑学など、つい誰かに教えたくなる野菜の

知識を一緒に学びましょう。 

 

 

定員 400名 

全席自由 

お申込み 

締切日 

2020年 

 

お申し込み方法・会場へのアクセスは裏面をご覧ください → 

食べる楽しみは生きる喜び。自分や家族の喜びをいつまでも守るため

に、今あなたが出来ることを考えてみませんか。 
テレビでおなじみの野菜博士登場！ 医学・看護の立場から伝えたい 



     
・参加ご希望の方は、下記の場所にて整理券をお受け取りください。     定員 

400 名 

2020年 

２月 22 日（土） 
開催 

矢巾町食生活改善推進員協議会 主催 
食と健康の公開講座  ～家族の笑顔は健康づくりから～

 

お申込み・お問い合わせについて 

会場へのアクセス：矢巾町文化会館 田園ホール 

整理券 

配布所 

※下記マップの 

箇所 

① 矢巾町役場 １階 町民ホール総合案内 

（〒028-3692 岩手県紫波郡矢巾町大字南矢幅 13-123） 
 

② 矢巾町保健福祉交流センターさわやかハウス内 健康長寿課窓口 

（〒028-3615 岩手県紫波郡矢巾町大字南矢幅 14-78） 
 

③ 矢巾町文化会館 田園ホール 窓口 

（〒028-3615 岩手県紫波郡矢巾町大字南矢幅 13-123） 
 

④ 矢巾町活動交流センター やはぱーく 

（〒028-3618 岩手県紫波郡矢巾町駅東 1丁目 12-1） 

問い合わせ先 TEL：019-611-2827（直通）矢巾町役場健康長寿課まで 

  
② 

① 

③ 

④ 

お申込み締切 

 

まで 



復興「ありがとう」ホストタウンについて

内閣官房東京オリンピック・パラリンピック推進本部事務局は、被災３県（岩手県、宮城県、福島県）の

自治体に対し、これまで支援してくれた海外の国・地域に復興した姿を見せつつ、住民との交流を行うホストタ

ウンを「復興『ありがとう』ホストタウン」として新設し、2020年に向けた交流を全面的に支援。

○ 交流相手の主体を「被災時等に支援してくれた方々」も

被災時に現場に入って支援してくれた各国のレスキュー隊員や、支援物資等を送ってくれた方々など、復興

に貢献頂いた方々を被災地に招いた交流を行う。

○ 交流を機に「復興プロセスの発信」を
交流の機会に復興のプロセスの説明や、各地の被災地ツアーの参加などを行い、被災地の過去と現在の紹

介を実施。

○ 東京大会開催後の大会関係者との交流を重視
2020年の東京大会の競技終了後に、相手国・地域の選手等とリラックスした状況での交流を重視。

※国・県が連携しホストタウン登録前の自治体を登録に向けて全面的にバックアップ。

復興「ありがとう」ホストタウンとは

【交流のイメージ】

・和太鼓の支援を受けた小中学生が支援を頂いた国の子どもたちと交流

・コミュニティホール建設の支援を受けた自治体が支援を頂いた国の関係者と同ホールで交流

・従来から学校建設の支援をしていた国から震災時に受けた支援へのお礼を兼ねて交流

【担当】内閣官房東京オリンピック・パラリンピック推進本部事務局

荒井、安藤、金子（TEL：03-3581-0163）



復興ありがとうホストタウン（第 14次）自治体について 

令和 2年 2月 7日 

 

 

自治体 

（相手国等） 

受けた支援の概要 取り組もうとする事業の概要 

岩手県矢巾町 

（オーストリ

ア） 

・全日本合唱コンクールなどで幾度となく上位入賞を果たしている岩

手県立不来方高等学校音楽部は、ヨーロッパを中心に演奏旅行を行っ

ており、音楽の都オーストリア共和国のウィーンにて教会での献歌、

地元高校生との交流コンサートなどを行い、合唱を通じて交流を深め

てきた。 

・その縁から不来方高等学校教諭の同級生であるオーストリア在住の

日本人ピアニストが東日本大震災の窮状を悼み演奏旅行をした際に不

来方高校生がお世話になったホストファミリーに募金を呼びかけると

ともに、現地の小中学校で被災地の状況を伝えたところ、約２千枚の

メッセージが寄せられた。 

・集まった募金とメッセージは、不来方高等学校音楽部が被災者支援

活動として岩手県山田町や釜石市で演奏会を行った際に両自治体へ届

けられた。 

・また、オーストリアから日本に贈られた義援金は、日本赤十字社を

通じて矢巾町で避難生活を余儀なくされた方たちに家電支給などの生

活支援に充てられ、暮らしに対する不安の軽減につながった。 

 

・大使館職員または在日オーストリアの方々を招待し、オ

ーストリアについて、スポーツのみならず音楽・文化・風

俗など広く理解を深める交流を行う。 

・大会中は、感謝の意を込めてオーストリア選手の応援を

行う。 

・大会終了後、オリンピアン、パラリンピアンまたは関係

者に本町を訪問していただき、町民との交流会・慰労会を

実施。 

・山田町、釜石市など沿岸部を訪問し復興の状況を確認し

てもらうほか、被災者交流などで感謝を伝える。 

・大会終了後においても、オーストリア関係者が来日した

際には本町に招待するとともに、岩手県立不来方高等学

校音楽部のオーストリア海外公演に合わせて感謝の意を

伝えるなど、小中高校生をはじめ町民が音楽交流・スポー

ツ交流等を継続できるよう取り組んでいく。 

この登録により、登録数：406 件、自治体数：479、相手国・地域：163 となる。 

（復興ありがとうホストタウンの登録数は、28 件（30 自治体）となる。） 













令

和

元

年

度

《参加団体》 ＊順不同

日本習字大久保教室・一先会小琴書道教室・書道愛好会

広宮沢習字クラブ・矢巾教室・墨洋社矢巾支部

東遊書道教室・書道倶楽部鳴鳳会・天瀬書道教室

蕙香書道サークル・徳田小学校

煙山小学校・不動小学校・矢巾東小学校・矢巾中学校

矢巾北中学校・県立不来方高等学校 ほか

日

時

場

所

主催 ／ 矢 巾 町 芸 術 文 化 振 興 基 金 運 営 委 員 会 ・ 矢 巾 町 教 育 委 員 会

共催 ／ 矢 巾 町 芸 術 文 化 協 会

後 援 ／ 岩 手 県 芸 術 文 化 協 会

（日）

矢
巾
町
公
民
館

全
館

【問い合わせ】 社会教育課生涯学習係（町公民館内） ☎019-611-2852

矢

巾

町

令
和
二
年

二
月
二
十
日

～

二
十
四
日

（木）

午
前
九
時
～
午
後
七
時
（
最
終
日
は
午
後
三
時
ま
で
） （月）


